選考に際しての留意事項


財団が求める人財像は以下のとおりです。
また、本奨学金は、家計基準を設けておらず、選考の経済事情は考慮されません。
①学術研究のレベルが高い者
②博士課程の目的を達成できる者
③成果の社会還元の志を有し、影響力を期待できる者
④リーダーとしての資質を有する者
⑤世界水準の研究者を目指す者、国際的に活躍することを目指す者
⑥豊かな個性があり、研究内容に独創性が感じられる者


提出書類についての留意事項

①奨学生願書（写真貼付）（第 1 号様式 H）
奨学生願書の作成に際しては、下記に留意ください。
（１）申請を希望する者には「選考に際しての留意事項」に記載している財団が求める人財像を念頭において、作成すること。
（２）「生年月日」欄の年齢は「2026 年 4 月 1 日」現在を記入してください。
（３）「当会以外の奨学金の出願状況」欄は、2026 年 10 月または 2027 年 4 月以降支給予定の奨学金を記入してください。博士課程進学前に受給している奨学金の記載は不要です。
②奨学生推薦書（第 2 号様式 H）
奨学生願書と同様に「選考に際しての留意事項」の財団が求める人財像を念頭において、作成してもらうよう指導教員（教授）にご依頼してください。
③成績証明書
学部及び修士課程（修士課程以外にも学部の成績証明書も必要となります。）
高等専門学校からの編入者の場合、学部の証明書については高等専門学校において相当する年度のものを含みます。
④主要な１本の論文要約（A4 縦 2 枚以内、横書き 英文可（和訳不要））
完成した論文がない場合、執筆中または執筆予定である旨明記のうえ、執筆中または執筆予定の論文の要約を提出してください。
また、博士課程進学後に研究内容が大きく変わる場合は、原則新しい研究内容で執筆中あるいは予定している論文の要約を提出してください。ただし、新しい研究内容での論文がない場合には、今までの研究内容で差し支えありませんが、博士課程進学後の研究内容と異なる旨を明記してください。
⑤父母の課税(所得)証明書（令和 7 年度(令和 6 年分)）の写し
本証明書は、申請者が多数となる場合において、大学からの推薦者の決定の際の参考資料としてのみ使用します。
※①・②については、パソコンで作成の上、自署欄に署名・捺印してください。
学生には原則学生本人が財団 HP（https://www.ysf.or.jp/download/index.php）より様式をダウンロードするようご案内ください。

